
YOKAMOSと連携した・桜川酒造再生物語
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・桜川酒造が大切に残していきたいものとは？

ー桜川が小国町や米沢藩の人々の「日常の食卓の風景」
ハレとケでのシーンに加え、
勤労（働く＝端を楽にする）の後のいたわりの時間
誰かとの対話、関係性を醸してくれる円滑手段

ー300年以上続く伝統的酒造り

≪大切に守り続けるものと変えていくもの≫
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・桜川酒造が新しく取り組んでいく事

①新しいお酒づくりの開発（新商品）と
桜川の楽しみ方（酒蔵ツーリズム）（2月17日/24日）

②お酒以外（飲めない人）でも楽しめ、共に醸される、
カモスクやヨイドコ等ヨカモスのサービスの協働実施

③事業運営体制や経営体制、組織風土

≪新しく取り組む事・変えていくものは何か？！≫

©goodneeds(Ishii Hirokazu）
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・桜川酒造が実現していきたいもの

ーサクラガワカモスクエア構想実現を桜川の酒で実現
サクラガワカモスクエア構想って何？

・発信、伝えるときは大切な
≪共通メッセージ＆共通言語を大切にしていこう♪≫
関係者、応援者、アンバサダーの人たちにも、
自分にとっての桜川の存在・役割を語って頂こう♪

≪新しく取り組む事・変えていくものは何か？！≫

©goodneeds(Ishii Hirokazu）
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≪2月2日から実施する応援者募集のCF≫

公開URLはこちら

©goodneeds(Ishii Hirokazu）





【前提】新・小国桜川のメイン顧客ターゲット（ペルソナ）

1.日本酒を週4日以上飲む20～30代の「日本酒女子」が急増
2.日本酒を飲む場所は「自宅」が966名（48%）で最多、
「家飲み」が定番スタイルに
3.日本酒を飲む機会は、男性はひとり、女性は友達や恋人と
4.日本酒のひとり飲みは、男性は家飲み、女性は外飲みが増
加
5.日本酒の購入予算は、自宅用1,000円台（1,355票）、ギフ
ト用2,000円台（795票）が最多
6.若い世代のギフトシーンで、高価格帯の日本酒の需要が増
加
7.日本酒を選ぶ時に重視する点は、1位「味わい」2位「特定
名称の種類」3位「酒蔵」

SAKETIMES調査データ引用

SAKETIMES調査データ引用

【想定案】※今後検証が必要。
１・40代～60代の男性
※比較的経済的に優位

２・20代～30代の女性
※キャリア女子

※日本酒女子の為に世
の男性には、お金を
使って頂きたい!



２・新規事業～桜川酒造における酒蔵ツーリズム（プログラム案）

プログラム２・（見学＋造り体験＋試飲）
・入口で課金1,000円～2,000円
↓
・小国桜川/酒蔵の歴史について説明（座敷部分）
↓
・パンフレットにある造り順に動画を見る
※中⾧期的にはMR技術の動画にアップデート

↓
・実験室のように造りの体験（専門ミニタンク）
↓
・試飲（3種類のみ比べ） ※追加課金も有

◆酒蔵体験プログラム案

プログラム１・（見学＋試飲）
・入口で課金:1,000円～2,000円
↓
・小国桜川/酒蔵の歴史について説明（座敷部分）
↓
・パンフレットにある造り順に動画を見る
※中⾧期的にはMR技術の動画にアップデート

↓
・試飲（3種類のみ比べ） ※追加課金も有

桜川酒造酒蔵見学パンフレット

日本酒のみ比べイメージ



２・新規事業～桜川酒造における酒蔵ツーリズム（プログラム案）



２・新規事業～桜川酒造における酒蔵ツーリズム（プログラム案）



３・新規事業～YOKAMOSと連携した酒造り関連事業の提供

商品・サービスエリアマネジメント

【醸す＝仕込・酛】

2023年7月
OP予定

YOKAMOS®

■商品
YOKAMOSの～
・ニゴリユ
・旅する珈琲
・醸スナック
・醸スイーツ
■サービス
YOKAMOSの～
・マタギノ
・プログラム

カモスク利用会員
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３・新規事業～ヨイドコ（滞在・体験・研修施設）～桜川酒造の座敷等を活用
■YOIDOKOの概要
・1号桜川酒造横座敷（小坂町・桜川酒造隣）
体験/研修（6時間/12時間/24時間）

・2号シェアハウス（宮の台）
ショートステイ（1週間～3か月）で女子限定
金額:月額3万円＋諸経費を想定
※シェア畑、レンタル観光農園を実施。

・3号コンテナハウス（小坂町・桜川酒造空地）



カモスク®（酒蔵カフェ＆ワーケーション拠点）のご紹介・ご利用の仕方©goodneeds(Ishii Hirokazu）



発酵の力で世を醸す一般社団法人YOKAMOS（ヨカモス）

YOKAMOSⓇと「サクラガワカモスクエアの象徴のカモスク®」 ©YOKAMOS(Ishii Hirokazu）

カモスクは
関わる方の人生を醸造させる
空間・場でありたい
私達のミッションに共感して
集い、関わる人たちの
関係案内所

一般社団法人YOKAMOSについて
当社は、小国町が実施する、「白い森お
ぐにローカルビジネス創出塾」の支援を
受けながら、2021年3月に法人設立致
しました。磐梯朝日国立公園/飯豊山麓
にある桜川酒造内の拠点から、「発酵」
をキーワードに、地域資源×CREATIVE
（創造性）×技術（テクノロジー）で新
しい価値やビジネスを生み出す「事業創
造集団」です。

本事業の立上について
本事業の立上は、メインスポンサーであ
るグーニーズグループ・NPO法人札幌
ビズカフェ（当社の代表を務める石井が
代表）、SUZUGROUPをはじめ、小国
町様、桜川酒造㈱様、オオホリ建託㈱様、
北洋銀行様、JR東日本様、町内外の多
くの皆様のご協力を得て設立に至りまし
た。

ICT設備、通信機能を備えた酒蔵コワーキング
スペース（KAMOS”Q“=通称・カモスク）は、
町民の方にとっては、憩いの場であると共に発
酵食や飯豊山麓や米沢街道の郷土料理の新しい
スタイルを楽しめる「食のSHOWCASE」であ
り町外・世界中の人と通信・交流する場として
の存在意義でありたい。町外の方にとっては、
飯豊山麓ワーケーションの拠点として、自然の
中にありながら仕事を十分にできる場として十
分に活用頂きたい。そして何よりこの拠点から、
新しい出会いと繋がり、ビジネスが生まれてい
く事を目指し、事業を推進して参ります。
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